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（注）解答を始める前に学籍番号・氏名等をペンまたはボールペンで記入すること。(解答は鉛筆で可)

工学院大学
以下の問題において，プログラムを記述する問題は全てC言語で記述し，インデントを適切に(読みやすく)して記述せよ．

インデントとは，プログラムの対応関係を考慮して，プログラム(ソースコード)の左端を適切にあわせることを意味する．


[image: image1]

(問題１) 画面に「Hello,World!」と出力して終了するプログラムを記述せよ．「#include」なども含め，コンパイル可能なソースコードを全て記述せよ．

出力を行ったら自動的に終了するプログラムとせよ．すなわち，「終了の前にユーザのキーボードからの入力を受け付け，入力後に終了するプログラム」は誤りである．


(問題２) for文を用いて1から1000までの合計を算出し，その結果を画面に出力するプログラムを記述せよ．
ただし，for文を用いて加算を1000回行うプログラムを記述すること．(1+1000)*1000/2 の様な算出方法は解答として認めない．

ヒント：右記のプログラムの空欄を埋めることによりプログラムを完成させることができる．これを参考にしても良い．
　右記のプログラムでは，変数xに合計の値を格納している．解答は，右の空白部だけでなくプログラム全体を記述すること．
(問題３) for文を用いて12+22+32+42+…1002を算出し，その結果を画面に出力するプログラムを記述せよ．for文を用いて加算を100回繰り返すプログラムとせよ．

(問題４)

2分法は，方程式の近似解を求める手法である．方程式を f (x) = 0 として解が区間[a,b]に存在することがすることが既知であるとき，区間の中間値(a+b)/2に着目し解が区間[a,(a+b)/2]に存在するか，区間[(a+b)/2,b]に存在するかを調査し，解の存在区間を半減させる．解が存在する区間が十分に小さくなるまで，区間を半減させることを繰り返していく．

以下に，f (x) = x3-100 として，方程式 f (x) = 0 の解が区間[0,8]に存在することが既知であり，解の存在区間の長さが2以下になるまで繰り返す例を示す．

解は区間[0,8]に存在する．4に着目する．f (4)<0，f (8)>0であるので，解は[4,8]に存在する．

解は区間[4,8]に存在する．6に着目する．f (4)<0，f (6)>0であるので，解は[4,6]に存在する．

解の存在区間の長さが2以下になったので終了する．解は区間[4,6]に存在する．

g (x)= - x3 - x - 5 として，方程式 g(x)=0の解が[-4,4]に存在することが既知であるとする．

2分法により方程式g(x)=0 の解の存在区間を狭めていき，解の存在区間が1以下になるまで繰り返す処理の経過を示せ．

(問題５) 未知の関数 f (x)がある．f (5)=7，f (8)=1であることが分かっている．一次式で補間して f (7)を求めよ．

(問題６)

20行10列の行列Aと，20行10列の行列Bがある．

プログラムにおいて行列Aの各要素は2次元配列 double a[20][10]に，行列Bの各要素は2次元配列 double b[20][10]に格納されているとする．

右記のプログラムは，行列AとBの減算(A-B)の結果を求め，2次元配列 double c[20][10] 格納するプログラムである．

右記のプログラムの空欄(い)，(ろ)に入るべき内容を答えよ．

ただし，空欄(ろ)の前の省略部において，配列 a[20][10] と b[20][10] の全要素には値が代入されているとする．
ヒント：空欄(ろ)は2重のfor文を用いる．空欄(い)では必要な変数を宣言する．
(問題７) nを1以上の整数とし，f(n)=
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とする．f(n)は1からnまでの整数の合計である．
f(n+1)=(n+1)+f(n)であことを利用して，1からnまでの合計を再帰により求める関数を記述せよ．具体的には int 型の整数1個を引数nとしてとり，1からnまでの合計を戻り値として返す関数を記述せよ．ただし，引数nが1以上の整数であることを前提としてよい．再帰を用いずにfor文などにより合計を求めるプログラムは解答として認めない．
(問題８)
5個の変数 a, b, c, d, e があり，それぞれに 0 または 1 の値が格納されている．
右記のプログラムは，a, b, c, d, e のパリティを算出し変数pに代入し，pを出力するプログラムである．空欄(い)に入るべき内容を答えよ．
ただし，パリティは偶数パリティとする．すなわち，1の数が偶数個となるように，パリティを決定する．
また，a, b, c, d, e に値を代入(初期化)する部分は省略してある．
ヒント：C言語において排他的論理和ビット演算は ^ により行うことができる．
(問題９) 4人の人間がおり，それぞれの人の身長と体重は (身長,体重)=(162, 60), (168, 58), (170, 65), (180,77)となっている．本データにおける身長と体重の共分散を求めよ．計算経過も記述せよ．
(問題１０) 二つのデータ系列の一次の相関をの強さを判断するのに，「共分散の絶対値をもとに判断する」のと「相関係数の絶対値をもとに判断する」のは，どちらが適切か答えよ．また，その理由を簡単に述べよ．
#include <stdio.h>


void main(){


int i;


for(i=0; i<10; i++){


printf("Hello.\n");


}


}





#include <stdio.h>


void main(){


  int i;


  for(i=0; i<10; i++){


    printf("Hello.\n");


  }


}





#include <stdio.h>


void main(){


  int i, x;





  for(i=1; i<=1000; i++){


    


  }


  printf("ans. = %d\n", x);


}





？？





？？





#include <stdio.h>


void main(){





  double a[20][10], b[20][10], c[20][10];


  a[0][0] = (略)





}





( い )





( ろ )





( い )





#include <stdio.h>


void main(){ 


  int a, b, c, d, e, p;


  a = (省略)





  printf("p=%d\n", p);


}





適切なインデントの例





不適切なインデントの例









_1246930498.unknown

